
最初に卒業設計の総評をいただいて、かつ印象に残った作
品について何点かお話を伺えたらなと思っております。その
後に学年全体に対するコメントや印象などをお聞きしたいと
思います。

藤原：総評ですか。全体として、面白かった印象がある。多様性が
あるというか、それぞれの興味が色々あって。去年も感じたんですけ
れど、今年も多様性を感じました。

正林：去年との違いなどは…？

藤原：去年の人たちはずいぶんと仲良かったよね。卒業設計をやっ
ている時はわからなかったけどその後の卒業設計の本とか作っている

のを見て、学年のまとまりがあるんだなって。意外とそういうのって　
展覧会とか本とか作ってみないと見えてこないもので、やっている最
中はわからないんだよね。どういう横のつながりが支え合っているか
とか。

チームワークって建築でとても重要だから、一個一個の作品より
も終わった後にみんなで何かまとめるってことで、みんなの集団力っ
て言うのかな、リーダーシップ取れる人がいたり、助け合える人がい
たり、あるいはうまく仲間に引き込めるような、巻き込みの力があっ
たりとかね。それはみんなにとって今後の人生では大事になること
じゃないかな。

個別の作品以上にそういう方が社会人として生きていく上では重要
かもしれないね。去年の人たちはそういう部分がしっかりしていて感
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今年はコロナ禍という特殊な状況でやった卒業設計ですけ
れど、それについて抱いた印象などはありますか？

藤原：コロナの影響はあまり感じなかったかな。良くも悪くもいつも
通りな感じがしたかな。もっと内向的な案が出てきてもおかしくなかっ
たけど、そういう感じはなかったね。それは意外だったな。昨日たま
たま仙台の日本一決定戦の審査をしてきたけど、相当内向的なもの
がたくさんあって面白かったよ。

正林：今、仙台のお話が出たのでお聞きしたいのですが、横国のカラー
と他大のカラーについてどうお考えですか。

藤原：他大っていうよりか、仙台は全国から集まるから、大学と関
係がないっていうのかな。言いたいことがある人が集まる。評価を待
つんじゃなくて、言いたいことがあるっていうのがすごいことで。そう
いうエネルギーっていうのは感じたね。物申すって感じ（笑）そうい
う物申す感じを横国の学生はあまり出さないから、仙台は新鮮でい
いなとは思ったね。受け身じゃないってのが。学生が言いたいことが
あるっていうのがすごくいいし、こっちも普段の講評とは違う気持ち
で見られた。学内ってことだけを意識していると、学内のクライテリ
アがあるじゃない？それに自分が合わせちゃう。ある意味受け身に
なる弱さがあるよね。免疫がないっていうか。それはちょっと気をつ
けた方がいいかもね。

　ここ１０年くらいで建築家になった人っていうのは、横国だと例え
ば、４０３の人たちとか冨永美保さんとかだけど、冨永さんも仙台日
本一だし、４０３とかは仙台とかに出すタイプではなかったけど、し
かしやっぱり学内のクライテリアに興味がない人たちでもあったよ。
藤村龍至さんの活動とかにどんどん参加していた。Y-GSA の中で山
本理顕さんが何を言おうと関係ないというか、北山恒さんが何を言
おうとも自分たちの考えがあるっていうような人たちだったかな。　

　中川エリカさんはそれよりちょっと前の卒業生で、Y-GSA の前の
大学院に落ちて、藝大にいって修士設計をやって、で西田司くんのと
ころに行ったんだけど。彼女には独特のクライテリアがあるっていう
か、藝大でも横国でもないっていう。そういうのはやっぱりあったよね。

　横浜国大はほんとに講評会が贅沢っていうか、すごい建築家が
たくさん来てみんなが思ってもいないようなこともちゃんと拾ってくれ
る。ほんとに丁寧にコンセプトを読み込んでくれて講評してくれるじゃ
ない？そんな社会は世の中にないよね（笑）妹島さんと西沢さんと
乾さんと大西さんと僕が同時に講評してくれるなんていうのは世の中
には存在しないんだからさ。そんな風にみんなが丁寧に読み取ってく
れたら、各大学がそういう布陣だったら、仙台みたいな日本一決定
戦は存在しないわけじゃない。

　それでいうとある種の不幸を君たちは持っている。学内に誰も建
築家がいなければ外に出るだろうからね。そういう意味では内弁慶
になっているのは教育が充実しているせいっていう矛盾した状況が
起きてしまっている。外に出ればいいっていうわけじゃないんだけど、
独自のクライテリアを持つというのは本当に大事なことだと思う。

　それは教育の難しさだよね。きちんと教育を作っていくべきだけど、
放置したほうが伸びる場合もある。自分の尺度を作りたい人は、頑

心しました。

正林：まさしく僕らも今その真っ只中です。いきなり総評と言われて
も答えにくいと思うので、印象に残っている作品を教えていただきた
いです。

藤原：僕はみんなに近い立場だから、どの作品も印象には残ってる
よね。逆に印象に残っていないものがないくらいの感じだけど。

正林：藤原さんが票を入れたのって確か河野さんと…。

藤原：僕は、河野さんと榊原さんですね。他にもいいと思ったのも
結構ありました。コンセプトは大概のものは良かったかな。コンセプ
トで共感しなかったもの自体がほとんどないくらいかな。面白いもの
が多かったよね。真面目な人もいるし、もうちょっとコンセプチュア
ルな人もいるし、大きくバリエーションに富んでいますね。

高橋：コンセプトから建築の提案を作っていく過程の中で、コンセプ
トはうまく設定できたけれどなかなか建築にならなくて…ということ
が僕らの話の中で出てきました。そのような悩みは最終成果物にも
現れたと思うのですが、その点についてはどう思いますか？

藤原：どうかな。一番悩みを感じたのは寺西さんとかかな。寺西さ
んは４年前期の時に、「街全体を庭としてとらえる」という相当面白
いコンセプトにたどり着いていたんだけれど、本人が最後までその面
白さを分かり切れていないというのはあるかもね。その思考をしてい
くと、それがどういう姿になり得るかっていうのが、まだ寺西さんの
中でしっくりきていないというか、見えていないのかな。結局４年前
期にやったものを超えられないまま最後まで来ているような感じがし
ますね。でも相当面白いものをつかみつつあるわけだから、必死に
深めていけばいいんだろうなと思います。

正林：この一年を通してジャンプアップしたというか、前期から比べ
て成長したと感じる人はいますか？

藤原：榊原さんはね、頑張ったと思います。びっくりしましたね。最
後よくあそこまでがんばったと思います。あと合掌造りの東野さんと
かも頑張ったね。ジャンプということで。あと宮本くんや河野さんも
か。ただもちろん、寺西さんみたいに停滞していたからといって成長
していない訳じゃなくて、内側で考えていることはたくさんあるから、
それがいつかジャンプするっていうのはあると思うかな。あと、上田
くんも成長したね。卒業設計のタイミングでジャンプアップのタイミ
ングが来ない人もいるからね。石川くんもちょっと惜しいかな、でも
卒業設計は今まで彼が作ったものの中で一番面白かった。
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張って自分で自分の価値観を壊しながら進んでいくしかない。

髙橋：たまに友達同士でも「うちの代は真面目すぎないか」みたい
なことを話したりすることがあって。何かの機会の時に髙橋さんに「も
うちょっとバカになる人がいた方がいいんじゃないか」みたいなこと
を言われてたりして。

藤原：河野さんと榊原さんが最後競ったという意味では真面目な学
年っていう印象になるかな。二人が競るって事は真面目な学年なん
だよね。あの二人は真面目だからね。そう考えると 1 年生の頃から
あまり変わってないのかもね。1 年生の時から彼女らは優秀だった
記憶があるけど。やんちゃな遊び人たちが全然違うアプローチから
建築をやっていくものはなかったかな。それは今後の人生でリベンジ
をしていくといいんじゃない？

正林：まだ長いので（笑）

藤原：これを成功のネタにするか失敗のネタにするかは自分次第か
な。

藤原：別に真面目は悪いことではないと思う。全然悪くないと思う。
でも企画力が無いというのは残念。真面目の中での企画力っていう
のがあると思う。その真面目さをどう自分で企画に結びつけるかが大
事かなって思うんだけど、そこが弱い気がする。自分のプロジェクト
を面白くしていくっていうその企画力をもっと磨いていかないと今後
苦労する気がするね。

　企画力がない人はやっぱり雇われるしかなくなっちゃう。当然なが
ら企画力ある人を助ける側に回るしかない。プロジェクトっていうの
は企画を作る人と助ける人がいるから、どっちが良い、悪いってい
うわけではないんだけど、どっちの人間になりたいかっていうことで。
助ける側の人はスキルがないと。助けてくれた時に同じお金をかける
ならスキルがある人に助けてもらいたいじゃない。だから助ける側に
回るならスキルを磨く必要がある。企画を作る側になりたいんなら企
画力を磨く必要がある。

正林：企画力を成長させる、伸ばすためには、何かこういう考え方
をした方がいいとかありますか。自分でも企画とかアイディアを考え
る中でやっぱり息詰まっちゃうということがあって。

藤原：正林くんとか企画力ある方だと思うけどね。もっと漁村に行くっ
ていうか、卒業設計が成り立たないくらいの漁村に行けば、企画勝
負するしかなくなるじゃない？理性が働くっていうか、これ以上漁村
に通うと模型が間に合わないとか、設計ができないとか。理性が働
いちゃってるから「あ、気がついたらあと一週間だ、どうしよう」み
たいな（笑）

正林：理性に負けたということでしょうか。

藤原：負けたというか、理性が強いってのが特徴なんだろうね。理
性が働いてしまうっていう特徴があるから、バカになるにはどうした
らいいのかっていうことだよね。

正林：中間の時に「あっちで模型作って Zoom で最終講評も参加
しちゃいな」って言われて、結局できずに終わってしまいました。確
かにもっと自分から動く企画力があればと思いました。

藤原：多分島で作る模型って大学で作る模型と違うからね。島の材
料でできた模型ってのはやっぱり迫力があると思うけどね。汚いかも
しれないけど。そういう企画力に自分の身を投げ出すことが出来たら
それによって人間が育つ。ただ卒業設計をやっただけで終わっちゃう
のか、その後も通い詰めて、修士論文も漁村で書くのか。後になっ
てなんであんなに漁村に没頭したのかってくらいになれば面白いかも
しれない。

正林：せっかくこんな人間関係も作れたし、Zoomとかもするような
関係になれたので、今後も何かできたらなって。一年くらい、一年ど
ころじゃないかもしれないですけど、移り住むくらいの勢いでやって
みたいなと思います。

藤原：そうだよね。そういうことなんじゃない。

企画という言葉が出ましたが、藤原さんはよくいろんな建築
家の方と一緒にコンペに取り組んでいるというのが印象的で
す。あと建築を作るだけではない、ワークショップをやられ
ていたりしているのも、藤原さんの印象の中にあります。ど
のような思いでやられているのですか？

藤原：それはもう楽しいか、楽しくないかじゃない？単に僕がそうい
うのが好きなだけで、みんなも楽しいことやってればいいと思うんだ
けど、それを続けられるかどうかだよね。学生時代にやってくことと、
社会人にやることがガラッと変わっちゃう人もいるから、それが変わ
らずにやれる人っていうのが企画力があるということだと思うよ。そ
の時々の自分の立場に応じて遊べばいいわけだから、遊べるかどう
かだよね。それは本当に企画力の問題だと思う。

　大学っていう場が学生の身分としても与えられていて、学部生とし
て与えられてる権限と、大学院生として与えられてる権限も似ていて
違うし。大学院生なら TAとかもあるしさ。あとは先生と仲良くなる
からもっと先生と一緒に活動できる範囲が大きくなるし。あとはルー
ルもわかってくるから、何が怒られて何が怒られないかもわかってく
るじゃない？今度将来、非常勤講師として大学に来てみるとまた違う
権限が与えられて、教員ならまた違う権限が与えられるじゃない？同
じあのキャンパスって言ったって遊び方はいろいろだよね。サークル
を作ればサークルの活動としてキャンパスの一部を占有することがで
きるし、教員だったら研究として、あるいは課題をつくることができ
るし。
　
　大学やキャンパスを自分に与えられた道具だっていう風に理解で
きているかどうかだと思う。一人一人が社会のどういう場所にいる
かによって自分の周りにある道具は違うから、道具をどう使うかって
いう、それは想像力、企画力だと思う。そういう風に物事をみられ
るかどうかじゃないかな。戦略っていうよりかは、面白いかどうかっ
てのと、使えるかどうかだね。道具だから。

高橋：建築業界の中で凝り固まらないようになるべく外の人たちと関
わっていこうみたいなスタンスは藤原さんが学生の頃からも続いてい

　例えば乾久美子さんは最初の頃はいろいろなことをやってたけど、
青木事務所を出て最近グリットになっていっているよね。乾さんの個
性がより先鋭的に出てきた気がする。あと数年すると僕の中でも個
性が固まってくるのか、さらに変わっていくのかまだちょっと分からな
いけど。みんなも設計っていうのを仕事にしていくのであれば、自分
でやるか誰かの下でやるかで大きな違いがあって、誰かの下で頑張
るってなったら、それはスタイルの幅が出てくる。自分と自分が習っ
た人っていう二つの軸が出てくる。
 

1 年生の時からなんですけど、藤原さんの話は知識の連鎖
がすごいなと思って聞いていました。自分で設計するとなる
と、知識だけじゃ方向性が定められなかったりというのをよ
く思うのですが、広い知識の中で自分のやりたいことの方向
性の定め方ってどういう風に考えればいいと思いますか？

藤原：ゴールイメージはそんなに持たないようにしている。でも考え
方はすごく探す。そもそもこのプロジェクトがどういう考えで進めな
きゃいけないのかっていうことについて一生懸命考える。言葉を探す
感じかもしれない。

髙橋：エスキスでも、他の先生方だとこういう形にしてみたらとか、
個別の形について話されることが多いですが、藤原さんの場合ですと、
どんなことを考えてこうなったのかという背景について議論されるイ
メージがあります。

藤原：それは北山さんだって西沢さんだってそうじゃないかな。形を
こうしたら、みたいに言われたことは僕の理解では一回もない。そう
いうことは大学で議論することではないのかもしれない。どれが可愛
いとかあるかもしれないけど、それは見りゃわかるだろうって（笑）。
これ可愛いよねみたいな、大学でそんなことしてたら結構きついよね

（笑）。

ることなのですか？

藤原：学生の時からそうだよ。建築の伝統みたいなのそういうの一
番嫌いなんだよね。普通にヘルプがいて、普通に毎年先輩を手伝っ
てヘルプが継承されて先輩後輩がっていうのは僕の中にはなかった
かな。「せんだい」みたいなものもどちらかと言うと好きじゃないんだ
けど、ある種あれも伝統に感じるからね。とはいえ横浜国大の内弁
慶も伝統に感じるからそれも嫌だなと思うかな。何もかも嫌だとは
言えないから、それぞれの人が自分の立場をはっきり考えるべきだ
と思うかな。

４年間藤原さんに見ていただいて、 エスキスをしていただく
際に抽象的なお話が多い気がしていました。実際に藤原さ
んはどういうところから具体的な形を考えていらっしゃるので
すか？藤原さんの設計を見ていると毎回形が違うような気が
していて、抽象と具体をどういう風に結びつけてやっている
のか気になります。

藤原：具体的な形っていうのは敷地とか予算とかそれが占める割合
が大きいよね。あとは期間。何年で作るかとか施工期間とかは影響
あるよね。地域によっても鉄骨造が作りやすかったり鉄筋コンクリー
ト造が作りやすい場所があったり。生産っていう意味でも、季節、
例えば冬凍ってしまう地域ではコンクリートは打ちにくいし、そうい
うのがあるよね。ある意味スタイルは持ちたくないからむしろ毎回変
えたい感じだけどね。

　あと、形にこだわりっていうのはあんまりないかな。山本理顕さん
とか北山恒さんみたいに最初からずっと一人で仕事をやっていると自
分のスタイルっていうのがとても強くなってくると思う。そもそも僕は
隈研吾さんの所でやっていたし、そういう意味では他の人に比べれ
ば柔軟なのかなって思う。
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　大学では、もっと本質的なことを学ぶべきだと思う。100 年変わ
らない重要なことは何かみたいなこと。大学のエスキスだからこそ、
本来のあるべき論を議論すべきで、ついついエスキス時間が長くなる。

藤原さんご自身の中で教えるということがどのような位置付
けにあるのかお聞きしたいです。

藤原：教える自分と教えない自分があるって考えた時に、やっぱり教
えるってのは意味のあることだよね。でもそれは准教授になったから
とか、そういう意味じゃないんだよね。教え合うっていうのかな。お
互い教わるというか、お互い教え、教わるっていうのは僕の学生時
代からのすごい重要なことで。建築を学び始めた時から重要だったこ
とかな。

　やっぱり、建築ってよく分からないから、しかも考えなければなら
ないことが膨大にあるじゃない。だから、お互い教え合うっていう
のがすごい大事なことだと思うね。それは先輩後輩の間でもあるし、
同級生の間でもある。特にコンペに参加するようになってからは余計
にそうかな。未来の社会のあり方を提示するっていうのは、むちゃく
ちゃ難しいこと。卒業設計もそうだけど、わかんないじゃない。議論
するしかないし、考えるしかない。それは教育っていうことに近いよね。

　あとは、他者に関心を持つっていうことも、そういうことも特徴で
はあるような気がするけど。結局、そういうことに興味がある人が大
学に戻るっていうのは必然なものであると思う。でも大学の教育を今
僕が結構やっているのは、たまたまかもしれない。っていうのもある
よね。都市科学部ができる前はそんなに授業持ってないからね。し
んどくなったらやめちゃうかも。
 
一同：（笑）
 
藤原：「身体と空間のデザイン」とか、「建築と社会とデザイン」と
かは自分にとっても大事な研究になっている。あと「デザインスタジ
オⅡ」も重要。つまり、設計の専門の人たちだけじゃ無い時期が大
事だと思っている。

髙橋：始まりの爆発力ということですか。
 
藤原：だって設計に行かない人もいるかも知れないし、設計に行く
かも知れないし、そこは本当に重要で。僕も横国でなければ、設計
に行ってないと思う。自分で考えさせることが多い課題っていうのは、
この大学のいいとこだなって思っている。上手い下手じゃ無いってい
うか、自分で考えて、自分の専門性を決めさせるっていうのは大事な
こと。

　まあ、あとゼミを一生懸命やってんのは、ちょっとやっぱり、なん
となくこのままだと、横浜国大から面白い人が出なくなるような気が
して、それでちょっと取り組んでることではあるよね、去年ぐらいから。
その危機感は未だ変わらないけど。だからゼミやる事で変わるかは
わかんないけど、少なくとも多少はマシになるだろうと思ってやってる
けどね。なんか大学っていうものが全国的にすごい弱くなっていると
は思うけどね、留年してる人もすごい少ないし、なんかベルトコンベ
アーっていうか、あんまりみんな悩んでないっていうか、立ち止まら
ないっていうか、それをちょっと感じるかな。
　
　僕がイメージする大学生ってのはもうちょっと立派なもんなんだよ
なあ。僕自身も立派な大学生だったかって言われると、そうじゃ無い
かも知れないけど、でもなんか、立派でありたいと思いながら、大
学生してたから。

　君らの年齢くらいから建築をやっているって言えるだけ遊んでる
か、言えるだけの時間を過ごしているかどうかっていうのは常に緊
張感があったな。あと他の大学の友達とかもだんだん増えてくるから、
早稲田の友達とか東大の友達とか、そういう人と一緒にコンペ出し
たりとか、一緒に会って刺激を受けたりとか勉強会したり。そこで余
計に感じるよね。「何やってる？」「どういうことやってる？」っていう
ふうに聞かれるじゃん。もちろん当時仮設建築作ってたから横国でし
かやってないことはたくさんあって、それは自慢できたけど、でも仮
設建築作ってるからって特別な建築家になれるっていうわけじゃない
し。建築の世界におけるプロフェッショナリズムってやっぱりあるじゃ
ない。そこに向かっていけてるかっていうのは気になってたよね。そ
のためにも自分らしく没頭するにはどうするかってことなんじゃないか
な。

　当時は１つの研究室で５人しか入れなかったからね。1 学年で５
人しか設計では大学院に行かないっていう時代だったから、強烈に
狭き門だったね。でも５人になったからといって建築家になるわけで
はなかったから、あんまり設計を仕事に食っていくってイメージを持っ

　あとY-GSA にきた外部からの人と一緒に勉強会を巻き込んでやっ
たりとか、そういうのも積極的にやってた気がするな。そういうのも
良かったのかもね。みんなそれぞれ立場がいろんな場所にいってるか
ら余計に学年としての企画力を活かせれば、そういう内弁慶感は減っ
てくるかもしれない。他の大学行く人もいるんでしょ？そういうネット
ワークがより活かせればいいと思うけど。

　春から普通になってるはずだから、逆にみんなは言い訳ができない
（笑）コロナのせいでって（笑）頑張ってください。
 
一同：頑張ります。今日はありがとうございました。

（聞き手）阿彦、正林、髙橋、前本、八木橋

ている人は少なかったね。時代が違うから今とはまた違うでしょうね。
Y-GSA の人たちはみんな、自分は建築家になるって思って入学して
くるだろうからそういうつもりでやってるだろうね。ひとつの大学院か
ら 18 人が建築家になると思って卒業するのは素晴らしいことだと思
う。そんな大学は今まで存在していないだろうね。それはすごいこと
だよね。

　でも冨永さんとか４０３みたいにどこにも勤めずに建築家になる覚
悟を持って大学院時代を過ごすっていうか、それくらいの気持ちを
持っていないとダメかもね。　
　
　例えばさ、４０３の人達がなんで内弁慶にならなかったのか、ちゃ
んとみんな研究してみたらいいかもしれないね。あの人たちはなんで
あんなに開放的なんだろうか。学生のときどうだったかな、他の大
学の勉強会とかに参加してた気がする。そういうネットの呼びかけ的
なインディペンデントな学びの場に結構積極的に出てたんじゃないか
な。そういう反射神経は本当に求められると思う。

インタビュー風景  :  FUJIWALABO にて


